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三重県尾呂志集落における防風施設としての石垣の分布

高花達也・漆原和子・高瀬伸悟

本研究は，尾呂志、集落の防風のための石垣の高さとその分布を調べ，気象観測による風の強度と石垣の高

さとの関連性を明らかにすることを目的とした.気象観測の結果，冬季における尾白志集落には，集落の北

部の山地から吹きおりる N-NNEの風と 風伝峠を越え吹走する WNW-NWの風の二つの気流がある

風伝峠を越えて，集落に吹き降りてくる WNW-NWの強風は，特に集落中央部にあたり. 5m/sを超え

る風速で吹走する 尾呂志集落における石垣の分布を見ると，風伝峠に最も近い集落中央部には，石垣を持

つ屋敷が最も多く分布している 集落の北部や南部の地域は，集落中央部に比べ，防風施設としての石垣が

少なかったまた.強風のあたる集落中央部には高さが200cmを越える石垣が分布する.石垣の計測と気

象観測で得られた風速の関係を見ると 高い石垣の分布する地点では強風が吹くことがわかった

キーワード:石垣.尾日志集落，風伝おろし風伝峠

Keywords : Stone walls surrounding houses . Oroshi Village. Fuden Oroshi. Fuden Pass 

I はじめに

紀伊山地にある三重県御浜町尾呂志集落は.紀

伊山地から熊野灘へ吹く冬季の季節風が強い地域

である.尾目志集落には.集落の西側にある入鹿

盆地から，風伝峠を越えて風が吹き下りる.風伝

峠は周囲の山々よりも低く鞍部となっている.風

伝峠の奥の入鹿盆地内で発生した霧が，風伝峠を

越えて尾呂志の集落へと流れ下りてくるこの時，

風を伴う.この風は「風伝おろし」と呼ばれる.御

浜町誌編纂委員会編(1982)には.r風伝とは常に
清風が吹くからだと言われているが.一説には風

顕，風の吹く峯の意から起こったとも，また，風

殿ともいろいろな説がある Jと述べられている.
吉野0997.2∞1)によると，大和から派遣された

入鹿・竹原氏が，風伝おろしにちなみこの地に派

遣された後，尾呂志氏を名乗ったことが，尾呂志

の地名の由来ではないかという.尾呂志集落では，

家の周りに石垣をつくり，風伝おろしの強風を防

いでいる.本研究は，尾日志集落の防風のための

石垣の高さとその分布を調べ，気象観測による風

の強度と石垣の高さとの関連性を明らかにするこ

とを目的とした

E 地域概要

本研究の対象地である三重県御浜町尾白志集落

は，紀伊半島南東部に位置する(第1図) 尾呂志

集落は，三方を山に固まれた盆地内にある.この

尾目志集落の位置する盆地は，南北に約2.7km.

東西に約O.7kmの南北に細長い盆地である.盆地

は，北部から緩やかに南へ傾斜する 盆地底の最
や〈そ

北部の役所集落付近は，標高約200mであり，最

南部の金堀で標高約70mとなる.盆地中央部には，

北部から南部に向かつて尾呂志川が流下する.こ

の尾白志川は.盆地北部に位置する鷹巣山(807m)

と鴇山(812m)を水源とし，盆地の中央を流れ，

最南部の金堀付近で盆地形を閉じるので，峡谷を

なし，阪本J11と合流し南南東へ約lOkm流れ，最

終的には熊野灘に流れ出る.

尾呂志集落の位置する盆地の北西約5∞mの位

置に.風伝峠がある.風伝峠は紀和町と御浜町の

町境である.この風伝峠は熊野古道伊勢本宮道の

一部であり，峠道の一部が世界文化遺産に指定さ

れている 風伝峠の鞍部の標高は257mあり，北

側は標高450m.南側は標高約5∞mの山地の聞に

位置する.晩秋から初春にかけて.峠を挟んで反

対側の紀和町にある入鹿盆地で酒養された霧が，
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第 1図地域概要図

一番高度の低い風伝峠を越えて尾呂志集落側に吹

きおろす.

紀和町に位置する入鹿盆地は.盆地底の標高約

90mの盆地で、ある.盆地は西北西から東南東の方

向に長く ，非常に入り組んだ複雑な形を している.

風伝峠は，尾呂志集落を流れる尾日志川と入鹿盆

地を流れる板屋川の分水界である 入鹿盆地を流

れる板屋川は，西へ向かつて流れ北山川と合流す

る.北山JIIは多くの支流と合流を繰り返し，熊野

JII(新宮川)と名前を変え.熊野灘へ流れ出る.

楠ほか(2008)によると，風伝おろしの発生は，

現地における気象観測をおこなった結果，発生要

因によって，大きく二つに分類される.一つは.r高
湿度タイプ」と呼ぴ，もう一つは「放射冷却タイプJ
と呼んで・いる.r高湿度タイプ」の風伝おろしでは，
風伝おろしの発生する24時間以内に降雨があり，

日没後から明け方にかけての気温低下により，入

鹿盆地内に霧が発生するこの場合の霧の形状は，

山を大きく越えて覆いかぶさるように霧が発生す

る.盆地の内外で気温差が生じないこともあるた

めに，移流による風伝峠から霧が流下する様子が

みられないこともある.

一方.r放射冷却タイプ」では，風伝おろしの発
生する24時間以内の降雨が無い場合に起こる.日

没後の放射冷却によって入鹿盆地側の山肌の空気

が冷やされ，冷気湖の発生とともに霧が発生す

る.風伝峠を越える高さまで冷気湖が発達した場

合に，尾呂志盆地側に冷気が流れ出し，風伝おろ

しが発生する.風伝おろしは，風伝峠をわずかに

越える程度の霧しかともなわず，霧は入鹿盆地よ

り風伝峠を越えて尾呂志集落へと流下する より

尾巴志集落側で強風が発生するのは，入鹿盆地の

冷気湖の発達に伴って霧の流下する「放射冷却タ

イプJの風伝おろしである 今回，気象観測を実
施した2009年2月14日-16日の間およびその前日

には.24時間以内の降雨がなかったため，我々の

調査は「放射冷却タイプJの風伝おろしを観測した
と考えられた.

E 調査方法

尾呂志集港内に存在する石垣について.2008年

2月および2009年2月に，調査をおこなった屋

敷固いの石垣の高さと幅の調査をおこない，尾目

志集落における石垣の分布図を作製したまた，

石垣以外のもので母屋の周りを囲っている場合

や，土留め用の石垣についても記録をおこなった.

集落内で代表的と思われる石垣を持つ屋敷につい

ては，石垣および母屋の詳しい測量をおこない平

面図を作成しまた，聞き取り調査もおこなった.

気象観測は，尾巴志集落内において定点観測と

移動観測をおこなった移動観測は. 2班に分か

れ，合計21地点において，風向，風速，気温，湿

度について観測をおこなった.定点は. 1地点を

設け，毎分，風向，風速，気温および湿度の観測

をおこなった測器は，移動観測，定点観測とも

に，中浅式風向風速計およびアスマン乾湿温度計

を用いた.気象観測は.2∞9年2月14日13時50分
-15時40分. 2月15日7時35分-9時36分. 2 

月16日6時45分-10時12分の合計3回おこなっ

た.本稿では，そのうち最もよく風伝おろしを観

測できた2009年2月15日7時35分-9時36分の観

測結果を示す

N 結果

1 気象観測

2009年2月15日7時35分から 9時36分の問の気

象観測における風向，風速の結果を第2図に示

す.この気象観測を実施した日は，風伝峠からの

一一 28一一
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霧の流下がみられ，風伝おろしの発生が確認され

た日である(写真1).また，この気象観測実施前

の24時間内の降雨は無かった当日の6時と 9時

の天気図を第3図に示す.2月14日に低気圧が本

州から東海上へ抜け，本州全体が緩やかな等圧線

の範囲内となっている.尾日志集落の位置する紀

伊半島においても，気圧傾度に伴う強風の発生は

みられないため，入鹿盆地内に冷気湖が発生し，

風伝おろしの発生しやすい気象条件の日であっ

た.なお，調査地域に最も近い熊野新鹿アメダス

では. 8時に風速2.6m/sのNWの風. 9時では風

速2.5m/sのNWの風であった

気象観測の結果，尾目志集落には，集落の北部

の山地より吹走するN-NNEの風と，風伝峠を

越え吹走するWNW-NWの風の二つの気流があ

ることが分かった(第2図).集落北部から吹走す

るN-NNEの風の風速は. 3 -5m/sの範囲で

ある.一方，風伝峠を越え，集落に吹き降りてく

るWNW-NWの風の風速は，最大7m/sであり，

集落北部から吹く風よりも強風である.また，こ

の風は尾日志川を挟んだ集落の向かいの崖面へ5

m/sを超える強風のままあたって，南へ変位して

いることもわかった

集落の北部では. N-NNEの風の範囲である

が，集落中央部以南では，風伝峠を越えたNWの

風に覆われている. しかしこれらの風は集落中

央部で合流し尾呂志川の低地部に沿って，集落

の南部まで到達していることが分かる これらの

ことから，尾呂志集落内において.風が強い範囲

は特に集落中央部であり，今回の気象観測の結果

では，風速5m/sを超える風が吹走することがわ

かった.

相対湿度の分布を検討すると，最も風の強い

地域では，気温は最も低く8.8tであり，湿度は

80%以上であった. しかし風の弱い地域では

気温は1O.5tと高仁相対湿度は低く65%未満で

あった.

2 屋敷囲いとしての石垣の分布

尾日志集落における石垣の分布を第4図に示

す.まず，石垣の分布について見ると，風伝峠に

写真1 風伝峠から吹く風伝おろし(2∞9年2月15日7
時1分)。画面の奥から手前に吹き出し、峠か
ら約50m下(手前)まで霧が見える。

最も近い集落中央部には，石垣を持つ屋敷が最も

多く分布していた集落の北部や南部の地域は，

集落中央部に比べ，防風用の石垣が少なかった

特に，風伝峠から吹く風伝おろしに対して地形的

に山影となる位置に立地する集落の北東部には，

屋敷囲いとしての石垣はほとんど見られなかっ
や〈そ

た この地域は，役所と呼ばれている 役所は，

御浜町誌編纂委員会編(1982)によると，奈良時代

の末頃，悪徒が尾巴志の地を奪い，統治目的の役

所を設けたところであるという.その役所があっ

た土地なので現在でも地名として役所の名が残っ

ている.風の条件からみると，比較的風が弱いと

ころであることは興味がある.すなわち，強風を

避ける目的で，この地に役所を設けたと思われる

母屋に対する石垣の設置方向を見てみると，尾

呂志集落では，母屋の四方に石垣を設置している

家は，ほとんどない 母屋の北側と西側に石垣を

設置している家が多かった.

次に，尾目志、集落における石垣の高さについて

第5図に示す.最も石垣が多く分布していた集落

中央部では，高さが200cmを越える石垣が多数見

られたまた.200cm以下の石垣は， 比較的風の

弱い集落の東側に多い.第4図中に示したA家の

石垣を第6図および写真2に示した A家は，集

落の中央部に位置している.A家の石垣は，母屋

の北側と西側を高い石垣に固まれ，最大で、230cm

の高さであった.一方，母屋の南側の石垣は低く，
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第2図 尾呂志集落における風向と風速 (2∞9年 2 月 15 日の 7 時35分~9 時36分)数字は風速 (m/s)
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第3図 2∞9年2月15日の天気図 a: 6時 b ・9時
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第4図 尾呂志集落における石垣の分布
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第5図 尾邑志集落における石垣の高さ
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NW 
母屋

瓦度線

第7図 B家の平面図と南に面する石垣の断面

屋敷の東側には石垣はなかった.第4図中に示し

たB家を，第7図および写真3に示した.B家は，

尾呂志川の左岸の崖の上にある.この屋敷は，聞

き取りによると.現在は空き家であるが，以前は

造り酒屋であり，尾呂志の名家であったという.

御浜町誌編纂委員会編(1982)によると，この家

の建築には，大工延べ6，∞0日，石工延べ1，800日，

日展賃米500俵(約30トン)を要し，その規模は南

4
十

o . 50! 
t.............. 

NE 

紀随ーのものと言われたということである.この

屋敷は，西側に高い石垣を持ち，最大で230cmで、

あった南側の石垣は，玄関に通じる通路に面し

ており，尾呂志集落では珍しい樵石を用いた石垣

であった.

3 風速と屋敷囲いとしての石垣との関係

石垣の計測と気象観測で得られた風速の関係を
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写真3 B家の南側の石垣
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第8図 尾呂志集落における石垣の高さと風速の関係
実線は直線回帰をあてはめた場合太い破線は傾向曲線

明らかにするために，第8図を作成した縦軸に

は，それぞれの気象観測点に最も近い石垣の高さ

を示し，横軸は各地点で観測された最大風速を示

した.直線回帰を見ると， y = 28.609x + 42.152 

となりR2は0.58であり，高い相関を示している.

この図を見ると， 3m/s以上の風速が観測された

地点では，石垣が高く設けられており，風が強

くなるにしたがって，高い石垣が分布しているこ

とがわかる それに対して，風速1-2m/sの観

測地点では， 3m/s以上の観測地点における関係

が当てはまらず，石垣の高さがOcmの地点もあ

る.すなわち，石垣はなくてもよいほど弱風であ

る.しかし実際には数軒，石垣の高さが120-

160cmの家がある.これらは防風を目的とした石

垣の設置以外に，1)外部から敷地内が見られな

いようにする目隠しのための石垣， 2)屋敷の美

観を保つ目的の石垣， 3)財力のある家の石垣の

いずれかであると考えられる.このことを考慮し，
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風速1-2m/sの地点の風速と石垣の高さを考慮 強風の吹走する地点においては，有意水準の高い

せず，傾向曲線を描き太い破線で示した 相関が成りたつ

今回の調査では，最も風の強い地点で風速

7m/sだ、ったしかし現地で聞き取りをした結

果，最も強く風伝おろしが吹く日は，調査日の

比ではなく，風速lOm/sを超えることが頻度高く

ある.そのため，防風という観点からは，樹木よ

りも石垣のほうが効果的である. また，集落中央

を南北に尾呂志川が流れているため，石垣の材料

となる野石が容易に手に入りやすいことがわかっ

た

V まとめ

三重県御浜町尾巴志集落において，防風のため

の石垣の高さと分布を調べ，気象観測による風の

強度との関連性を調査したその結果，以下のこ

とがわかった.

l. 気象観測の結果，尾呂志集落内には，風伝

峠から集落中央部に吹く強風と，集落の北の谷か

ら吹く弱風の2つの風系があることがわかった

2.石垣の調査の結果，強風のあたる集落中央

部には石垣が多く分布しており，かつ高い石垣が

設けられていた.

3 尾巴志集落における風の強度と石垣の高さ

との関係は，明らかであった.特に3m/s以上の
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高花達也 ・漆原和子・高瀬伸↑吾

風速1-2m/sの地点の風速と石垣の高さを考慮 強風の吹走する地点においては，有意水準の高い

せず，傾向曲線を描き太い破線で示した 相関が成りたつ

今回の調査では，最も風の強い地点で風速

7m/sだ、ったしかし現地で聞き取りをした結

果，最も強く風伝おろしが吹く日は，調査日の

比ではなく，風速lOm/sを超えることが頻度高く

ある.そのため，防風という観点からは，樹木よ

りも石垣のほうが効果的である. また，集落中央

を南北に尾呂志川が流れているため，石垣の材料

となる野石が容易に手に入りやすいことがわかっ

た

V まとめ

三重県御浜町尾巴志集落において，防風のため

の石垣の高さと分布を調べ，気象観測による風の

強度との関連性を調査したその結果，以下のこ

とがわかった.

l. 気象観測の結果，尾呂志集落内には，風伝

峠から集落中央部に吹く強風と，集落の北の谷か

ら吹く弱風の2つの風系があることがわかった

2.石垣の調査の結果，強風のあたる集落中央

部には石垣が多く分布しており，かつ高い石垣が

設けられていた.

3 尾巴志集落における風の強度と石垣の高さ

との関係は，明らかであった.特に3m/s以上の
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